
 

 

 

１．開催目的 

本研修会では、子どもの年齢に応じた成長の段階を踏まえながら、特に乳幼児期における非

定型発達の理解を深めることを目的としています。 

専門職として、子どもの育ちを的確に捉え、発達に応じた支援を行うためには、乳幼児期の

発達特性を正しく理解し、日々の関わりに活かす視点が不可欠です。 

本研修では、発達心理学的な知見を踏まえながら、子ども一人ひとりの育ちに寄り添う支援

の在り方を再確認し、専門職としての実践力の向上を図ります。 

非定型発達の特徴や背景を学ぶことで、早期の気づきや適切な支援につながる視点を養い、

子どもと家庭を支える専門的支援の質の向上を目指します。 

 

２．開催日時  令和８年１月２８日（水）受付開始 １２時３０分から 

第１部 １３時００分～１４時３０分 研修会 

第２部 １５時００分～１６時３０分 相談会 

 

３．会  場  仙都会館 ８階  

        仙台市青葉区中央２丁目２−１０ 仙都会館ビル 

 

４．参加対象・定員 

第１部：宮城県社会福祉士会会員、保育士・保育教諭・幼稚園教諭、その他乳幼児に関わ

る職種の方 80名 

第２部：第１部参加者のうち、現在、保育所等の保育施設に勤務している現職の保育者  

十数名程度 

 

５．講師（第１部・第２部）  宮城学院女子大学 名誉教授 足立 智昭氏   

 

６．プログラム 

  第１部 研修会（１３時～１４時３０分） 

      子どもの成長段階に応じた非定型発達の理解 ～乳幼児～ 

  第２部 座談会形式の相談会（１５時～１６時３０分） 

      事前に参加者から寄せられた質問・相談を元に進行いたします。 

      事前質問は申込時に受付いたします。 

      ★足立智昭先生のご協力をいただき、直接先生からアドバイスをいただきます。

専門的な視点からのご助言を受けられる貴重な機会となりますので、ぜひご参

加ください。 

 

７．参加費  無料 

 

 

子どもの成長段階に応じた定型発達の理解 ～乳幼児期～ 

 



 

８．申込方法  Googleフォームにて申込みください。 

 

URL https://forms.gle/dzANWpoYzMavFQoy5 

 

                        ＱＲコード → 

 

９．申込締切  令和８年１月１２日（月） 

 

１０．主催  

   一般社団法人宮城県社会福祉士会 子ども家庭福祉部会・第三者評価審査委員会 

 

１１．その他 

①申し込み先着順です。定員に達した場合はこちらから連絡をいたします。 

②第２部の相談会は、現在、保育所等の保育施設に勤務している現職の保育者の方を対象とし

ます。相談内容は個人が特定されないよう配慮のうえご入力ください。当日の進行状況によ

っては、回答が困難な場合もございますので、あらかじめご了承ください。 

③連絡等にメールを使用いたします。メールアドレスは申込みGoogleフォームにて確認をい

たします。 

 

 

～足立智昭氏ご紹介～ 

福井県出身、専門は発達臨床心理学。妊娠期から育児期の家庭支援に関する研究、障がいや病

気を有する子どもの保護者支援に関する研究、および虐待や災害により高いストレス状態にあ

る幼児・児童の発達支援に関する研究を行っている。また、これらの研究によって、2014年

度ヒューマンインターフェイス学会研究賞受賞、2016年度日本創造学会賞受賞。社会的活動

として、「一般社団法人東日本大震災子ども・若者支援センター」代表理事、「NPO法人ワンダ

ーポケット（病児と家族を支援するボランティア）」代表理事などを務める。近著としては「地

域子ども学をつくる」（共編）東信堂「東日本大震災とこころのケア」（共著）日本評論社（2021）

「多様な人生のかたちに迫る発達心理学」（共著）ナカニシヤ出版（2020年）などがある。 

 

 

【問合せ先】一般社団法人宮城県社会福祉士会事務局  

住 所：〒981-0935 仙台市青葉区三条町１０－１９ＰＲＯＰ三条館内 

ＴＥＬ：０２２－２３３－０２９６  ＦＡＸ：０２２－３９３－６２９６ 

Ｅメール：mail@macsw.jp 

https://forms.gle/dzANWpoYzMavFQoy5

